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研究ノート

大学生のキャリア意識に関する日中比較
─「地位達成志向」と「生き方の探究志向」の分析─

前田　信彦ⅰ，ZHU Lingyuⅱ

　コロナ禍による景気停滞の動向はある程度落ち着いたとはいえ，世界の雇用情勢は必ずしも芳しくはな
い。日本においても企業の採用数がある程度上向きであるとマスコミでは報道されているものの，大手企
業を中心に厳選採用が続いていることに変わりはない。このような現状にあって，実際，大学生たちはど
のようなキャリア意識を持っているのだろうか。日本と中国の大学生調査のデータを用いた探索的分析を
行い，今後の本格的な国際比較のための仮説的考察を試みることが本稿の目的である。本稿ではキャリア
意識を，第一に，仕事に就く＝経済動機としての地位達成志向のキャリア意識，第二に，生き方の探究志
向としてのキャリア意識という二つに区別し，日本と中国の 2 か国データから，現代大学生のキャリア意
識の動向を探る。

キーワード：大学生のキャリア意識，日中比較，地位達成志向，生き方探究志向

　

はじめに

　コロナ禍による景気停滞の動向はある程度落ち着

いたとはいえ，世界の雇用情勢は必ずしも芳しくは

ない。日本においても企業の採用数がある程度上向

きであると報道されているものの，大手企業を中心

に厳選採用が続いていることに変わりはない1）。大

学生の就職活動を観察しても，学生たちはインター

ンシップの採用に一喜一憂し，年々早期化する就職

活動によって，大学での学業は二の次になっている

現実がある。これらは高等教育への市場の浸透が進

んでおり，同時に，若者の就職活動の厳しさの一端

を物語っているようでもある。実際，日本の大学生

の就職状況は近年，ポストコロナの状況においても

「厳選採用」といわれる厳しい現実がある。同時に近

年の日本の若者のキャリア志向が極めて「安定志向」

であることも見逃せないだろう2）。

　一方，本稿で日本と比較対象とする中国の大学生

の就職状況も同様に厳しい現実がある。中国の大卒

者の人口は年々増加の傾向にあり，2022年時点で

2.18億人に達するといわれる（人民網日本語版，

2022b）。大卒の求職者が急速に増大してきたわけで

ある。日本の民間シンクタンクによると，日本の文

科省に相当する教育部の統計によれば，2022年の中

国における短期大学と大学院を含む大卒者数は前年

比167万人増の1,076万人と，初めて1,000万人の大台

を超えたとされ，労働市場において供給が過剰にな

りつつある（日本総研，2022）。同様に中国社会科学
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院の財経戦略研究院が，新型コロナの打撃を受けて

中国が新たな「就職氷河期」に突入したとの見方を

示しており，特に，大学新卒者は賃金や職種などの

希望が高く，求人側とのミスマッチも大卒者の失業

率が高まっている主要な要因の一つであるという

（東洋経済 ONLINE，2023年 7 月）3）。コロナ禍での

経済状況下の景気の不安定性と大学生の就職問題が

浮上する中で，高等教育におけるキャリア教育も大

きな課題となっている（今城・瀧本，2011，渡邉ほ

か，2020）4）。

　以上のように，中国の経済状況や人口学的趨勢は

日本とは異なる。しかし，大学生を中心とする若者

の就職やキャリアに対する意識には日中両国に一定

の共通性もある。大学生の安定志向は日本において

特徴的であるといわれるものの，中国の大学生の職

業キャリアに関する意識も同傾向であり，公務員な

どへの就職を希望する「安定志向」に傾いており，こ

れは日本の若者と極めて似た現象である。

　例えば，中国の大手人材会社・智聯招聘の調査に

よれば，2019年の新卒大学生の就職活動に最も重視

する項目として「学べるスキルなど」が54.1％，「ス

タートアップに挑戦して成長したい」は45.2％と挑

戦的なキャリア志向を示していたのに対して，2023

年卒の学生が最も重視した項目は「給与と福利厚生」

が69％以上であった。さらに「新しいことを学べる

こと」は25.2％にとどまっており，2019年の数値と

比べると「安定志向」の傾向は強まっているという

（智聯招聘　2019，2023）。

　実は，若者のキャリアの安定性の志向や市場優先

のキャリア志向は，経済の先行き不透明さと連動し

ており，日本や中国に限らず，欧米諸国を含めた先

進国の共通の現象であるともいわれる。例えば，現

代社会における若者の意識の特徴について教育学者

のアスティンらは次のような点をあげている

（Astin，et al., 2011）。

　第一に，2000年以降，大学生の意識調査のトレン

ドを見ると，学生の個人的な目標として1970 年代に

最も高い割合であった「有意義な人生哲学の発達へ

の関心」は急激に落ち込んでおり，逆に「経済的成

功への関心」が最も高い項目として挙げられている。

つまり若者の間で精神的な（内的な）充実よりも経

済的価値が強く意識されるようになったという傾向

がある。

　第二に，大学生の多くが，将来への大きな不安を

抱いている点である。学費を賄えるのか，大学卒業

後に仕事に就けるのかといった経済的不安と同時に，

経済状況の悪化，自然環境の破壊（地球温暖化），様々

な宗教間の対立や政治対立が流血の事態をもたらし

ている現実によって，そういった大学生の不安がい

っそう増幅しているという。これによって，大学生

は，社会の変化が著しい中での内的な安定性を求め

ているという現実がある。

　第三に，グローバル社会への関心の高まりである。

地球規模で起こる暴力，貧困，民族対立の中で，テ

クニカルな知識やスキルだけでは十分ではなく，根

本的にはグローバル社会への理解あるいはグローバ

ルケアへ貢献する精神性の発達が大学教育に求めら

れているという。自己への気づき，キャリア教育と

ケアの倫理，自己理解，冷静さ（Equanimity），共

感，他者への関心といったことが要求されている中

で，就職や経済的成功以外の内的な成長がとりわけ

重要となってきている。

　このアスティンらの言及は，世界の先進国の若者

（大学生）に共通する時代背景を指しており，かなら

ずしも東アジア─日本と中国─に当てはまるとは限

らない。しかし，内省的な「生きることの意味」を

問わずに，市場志向のキャリアに翻弄される姿は，や

はりアジアの若者にも共通する現象といえるだろう。

いずれにしても，市場を見据えた過剰な就職への危

機感や不安感を持っている点では若者の意識は世界

共通であるのが現実だろう。

　このような現状にあって，実際，大学生たちはど

のようなキャリア意識を持っているのだろうか。日

本と中国の大学生調査のデータを用いた探索的分析

を行い，今後の本格的な国際比較のための仮説的考

察を試みることが本稿の目的である。
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1 　分析視角─キャリア意識の二つの側面

　本稿では，キャリア意識を二つの側面から分析す

る。第一に，仕事に就く＝経済動機としての「地位

達成志向」のキャリア意識，第二に，「生き方の探究

志向」としてのキャリア意識である。

　一般にキャリア意識の研究においては，物質的な

ものだけではない，精神的な充足の側面も重要であ

ることは，これまでの多くの研究者が指摘してきた。

例えばシャイン（Schein, E）は「外的キャリア

（external career）」 に 対 し て，「 内 的 キ ャ リ ア

（internal career）」というキャリア志向を提起する5）。

シャインの言う「外的キャリア」とは所属する組織

から要請されるようなキャリアの「段階」であり，職

種における「昇進」に見られるような具体的で客観

的なものを示している。これに対して「内的キャリ

ア」とは，主観的な自己のキャリアイメージであり，

キャリア発達のプロセスに対する（内面的な）自己

理解ともいえる概念である。

　またマズロー（Maslow, A）は D（Deficit）動機，

B（Being）動機を分けてキャリア論を展開する

（Maslow, A., 1998）。監訳した経営学者の金井壽宏は，

この点について次のように簡潔に解説している6）。

「自己実現のためには，動機づけのエンジンを超えて，

生きること，発展することへのエンジンが必要とさ

れるのである。（中略）それは，ないものを埋めるこ

と（欠乏動機，D 動機）によってひとを短期的に動

かすのではなく，自分の存在価値を示していくこと

（存在動機，B 動機）によって長期的に探し続けるも

のなのだ」（Maslow, A., 1998（邦訳2001：423頁））。

　このように「キャリア意識」と一言で言っても，少

なくとも二つの次元，すなわち欠乏動機に裏付けら

れた外的なキャリア志向と，自分の存在を確認する

内的なキャリア志向が存在することをシャインもマ

ズローも強調している点は重要である。一般に使わ

れる「キャリア意識」や「キャリア志向」といった

概念は，市場の経済的欲求を満たすところに照準が

当てられがちであるが，それがすべてではないとい

うことであろう。市場での価値に適合的なキャリア

は，換言すれば市場での地位達成であり，あくまで

もそれはキャリア意識の一側面に過ぎない。もう一

つの内的キャリアである存在動機に触発されたキャ

リア意識は，「どう生きるか」という哲学的な問いへ

の探究であり，キャリア意識のもう一つの重要な側

面である。いや，むしろ内的キャリアの「生き方の

探究志向」が，外的キャリアの「地位達成志向」を

決定づけていると考えてもよいのではないだろうか。

　こういったキャリア意識の多次元性については，

これまでもいくつかの研究蓄積がある。例えば，中

国の大学生のデータを用いて「天職（calling）」の実

証研究を進める Zhang, et al.（2015）は，自分の仕

事が天職であるという意識は，「人生の意味志向」と

極めて高い相関を示すことを明らかにしている。「人

生の意味志向」とは端的に定義すると「自己の存在

に対して意義を見出す志向」（Steger, M., et al., 

2006: 81）であり，上述の「生き方の探究志向」のキ

ャリア意識ともいえるだろう。上記，Zhang, et al. の

中国人を対象にした研究結果では，こういった「人

生の意味志向」変数がキャリア意思の決定度や天職

の意識を高めることによって，結果的に「生活（人

生）満足度」を高めるという。つまり，人々が仕事

のキャリアを追求するというのは単に市場での地位

達成のみを指すのではなく，「生き方の探究」志向の

ような内的キャリア志向という次元も含まれるので

ある。

　これは「そもそもキャリア意識は，果たして「就

職意識」とイコールなのだろうか？」という問題に

端を発する（前田，2022）。キャリア発達において，

自己実現のためのモティベーション（欠乏動機）の

みが重視されるわけではない。上述のようにキャリ

ア形成というのは本来，就職＝経済的なことだけの

ために，よい仕事に就くという志向のみならず，人

生をどう生きるかという「生き方の探究」も含まれ

る。そのため，大学におけるキャリア教育にとって

重要なのは，キャリア＝就職ではなく，どのように

大学生のキャリア意識に関する日中比較（前田信彦，ZHU Lingyu）
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社会に関わっていくのかという点も含めた生き方を

内省的に自己省察することも含まれる（前田，2022）。

　これまでの欧米のキャリア研究においては，市場

における就職を念頭に置いたキャリア意識と同時に，

生き方の探究志向をもう一つのキャリア意識の側面

として位置づけてきたと言ってよいだろう。すなわ

ち「市場での地位達成志向」「生き方探究志向」とい

う二つの側面を捉えることの重要性が指摘されてき

たのである。

　このような，近年のキャリア研究の動向を踏まえ，

本稿では「生き方＝ Being」を含んだライフキャリ

ア意識を以下のような図式として捉えることにした

い（図 1 ）。

　図 1 は，大学生のキャリア意識を二つの側面で示

したものである。一つは経済的な価値や地位達成志

向に基づく「外的キャリア志向」であり，もう一方

は，生き方を模索する価値に基づく「内的キャリア

志向」である。上述のように，日本と中国いずれも

労働市場に参入する若者は厳しい現実にあり，自分

がどのように生きるか，といったライフプランは後

退し，いかに経済的条件のよい仕事に就けるのか，と

いった市場万能主義に翻弄されている。「地位達成」

の側面だけでなく，（B=Being 価値に基づく）「生き

方探究志向」を含めながら探索的に分析を行うこと

で，従来の研究とは違った角度で日中大学生のキャ

リア意識を多面的に比較することができるであろう。

　後述のように，本稿で用いるデータは日中両国と

もサンプルサイズが小さいため，得られた知見は仮

説の域を出ないが，分析を通して，今後の大規模な

アンケート調査に向けての予備的考察を行うととも

に，キャリア教育の方向性を探る手掛かりを得るこ

とにしたい。

2 　データと方法

2 - 1 　データの収集
　以下の分析では，筆者が独自に実施した中国の大

学生（ 2 ～ 4 回生）に対するアンケート調査，及び

日本の大学生（ 2 ～ 4 回生）に対するアンケート調

査の二つのデータをマッチングし，両国の比較分析

を進める。

　なお，本稿で使用するデータは，日本及び中国と

もに，調査会社に登録されているモニターからラン

ダムに抽出した大学生を対象としている。インター

ネットを通したアンケート配信に回答してもらう方

式である。調査員調査に比べてデータの信頼性につ

いて検討の余地があるが，コロナ禍での現地調査，対

面式調査を実施する制約があり，両国の社会情勢を

踏まえた上で最も信頼性が高い実施可能なモニター

調査を採用した。また，コロナ感染症が大学生のキ

ャリア意識に与える影響を加味するために，日本及

び中国データについては，その影響があったか否か

について質問項目に含めて情報を得た。

　中国の大学生からの回答は，中国の民間の調査会

社の全国の登録モニターを対象に Web によるアン

ケート調査によって得た。費用及び時間的コストを

考え，アンケートの実施時期を2021年 4 月 9 日～ 4

月16日とし，登録モニターのうち職業欄が「大学生」

の「 2 ，3 ，4 」回生に対して調査票を配信した。回

収された回答に対しては，アンケート調査後に，デ

ータクリーニングを行い不適切な回答がないかを点

検したのち，最終的に214名の有効回答数が得られた。

　一方，日本の大学生に対する調査は中国調査より

も先行して実施されたものである。日本の調査会社

立命館産業社会論集（第59巻第 4 号）

　　　　　　　　　　　　　　　外的キャリア志向　D（Deficit）価値に基づく「地位達成志向」

　　　　　キャリア意識

　　　　　　　　　　　　　　　内的キャリア志向　B（Being）価値に基づく「生き方探究志向」

図 1　キャリア意識の二つの側面
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に登録された全国のモニターを対象に Web による

アンケート調査を2019年 2 月21日～ 2 月24日に実施

し，職業欄が「大学生」の「 2 ， 3 ， 4 」回生に対

して調査票を配信した。回収された回答に対しては，

アンケート調査後にデータクリーニングを行い，最

終的に353名の有効回答数が得られた。

　ここで，Web 調査を用いることの限界を指摘して

おく必要があろう。例えば吉村（2020）は，Web 調

査のモニター登録という自己選択のもたらす影響は

無視しえないことを指摘している。しかし，接近す

るのが困難な集団に対する調査や実験的調査などに

比べて，Web 調査の方が明らかに実行可能性で優れ

ている場面があることも事実である（三輪，石田，下

瀬川，2020）。実際，研究や調査の目的いかんによっ

ては，Web 調査の採用によって最適解が得られ，状

況に応じては紙ベースの調査票による調査方法より

も優れているといえるだろう。このような社会調査

の方法論的観点からみても一定の限界があるとはい

え，Web 調査を用いることのメリットは大きいと判

断し，本稿でも Web 調査によるデータ収集の方法を

採用した。

2 - 2 　研究における倫理的配慮
　本稿で用いるデータは，調査会社に登録されたモ

ニターを対象としており，事前説明を含めて研究倫

理には十分配慮して実施したものである。特に，日

本側データは，インフォームドコンセント，データ

の管理，個人情報保護，質問項目を事前にチェック

し，研究倫理への配慮が適切であることを確認した

上で調査を実施した。また中国側のデータも，調査

会社の登録モニターを対象とした Web 調査であり，

研究倫理については十分に配慮して実施した。目的

にあった質問がなされているかについては，事前に

中国の調査会社のチェックがあり，不適切と判断さ

れた質問項目は加除修正をしながら社会的・文化的

な配慮を行った上で実施した。

2 - 3 　データの特性
　回答者の特性のうち，「在学中の成績」をみると，

日本よりも中国の大学生の成績が高めである傾向が

見られた。表 1 をみると，調査対象として中国の学

生は成績上位である人数が日本の学生より多く，下

位である人数が日本の学生より少ない。成績に関し

てはあくまでも自己評価に過ぎないため，正確な国

際比較はできないものの，本稿で用いるデータは中

国の大学生の成績が若干高いことからも，勉学意欲

やキャリアへの挑戦性も中国のサンプルの方がより

強いことが推測できる。

　以上からサンプルにおいて若干のバイアスがある

ことを前提に，以下の分析結果の解釈を行う必要が

ある7）。

2 - 4 　用いる変数
　本稿で用いる変数は主に次の二つである。第一に，

市場における行動を念頭に置いたキャリア意識であ

り，「外的キャリア志向＝地位達成志向」に関する変

数である。キャリアの挑戦性やグローバルで活躍し

たいか，また，「長期雇用」「起業する」といった今

後の労働市場でのキャリア志向を測定したもので

ある。第二に，生き方（Being）志向に関わる変

大学生のキャリア意識に関する日中比較（前田信彦，ZHU Lingyu）

表 1　大学での成績（％）

下位20％以内 下位40％ 50％程度 上位40％ 上位20％以内 合計

日本 3.4 11.3 35.1 29.5 20.7 100.0（N=353）
（調整済み残差 1.1 0.4 3.7 -3.3 -1.0）

中国 1.9 10.3 20.6 43.0 24.3 100.0（N=214）
（調整済み残差 -1.1 -0.4 -3.7 3.3 1.0）

Chi-Square 18.627　df= 4 　p ＜ .001
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数である。「内的キャリア志向」であり，他者へ

の配慮などのケアの倫理や，自然観などが含まれ

る。

3 　分析結果

3 - 1 　キャリア意識の日中比較
3 - 1 - 1 　外的キャリア志向─挑戦性
　まず外的キャリアの志向のキャリア意識に関する

日中比較を行った。「リーダーシップ志向」を分析し

た表2-1を見てみよう。ここではカイ 2 乗検定を用い

て検定した結果，有意差が認められた（p ＜ .001）。

「いずれは会社や組織のリーダーになれるよう挑戦

したい」と回答する日本の学生は「そう思う」と「あ

る程度そう思う」を合わせて36.6％であった。これ

に対して中国の学生の回答は77.6％であり，リーダ

ーになりたい挑戦志向が高い。また表2-2の「グロー

バル志向」の分析をみると，「国内だけでなく世界を

舞台にグローバルに働いてみたい」と回答する日本

の学生は「そう思う」と「ある程度そう思う」を合

わせて33.4％であった。これに対して中国の学生の

回答は49.0％であり，日本の学生のグローバル志向

は中国より低いことが分かった。中国と日本の学生

の異なる傾向は，年功序列，終身雇用といった日本

独特の平等主義と，欧米型の中国の労働市場に見ら

れる能力主義，成果主義の違いの縮図であると言え

るだろう。

　一方，キャリア意識の「安定志向」を尋ねた「リ

スクをもって挑戦するよりも安定した仕事を望んで

いる」という問いに対する回答についてカイ 2 乗検

定を用いて検定した結果，有意差が認められた（表

2-3）。「そう思う」と「ある程度そう思う」を合わせ

てみると日本の学生は79.9％，中国の学生の回答は

66.4％であった。日本の方が中国の学生に比べてリ

スクの高い挑戦よりも安定した仕事を選好する傾向

があり，職業キャリアの「安定志向」は中国よりも

強いといえるであろう。

　これらのクロス集計の結果を，分散分析によって

確認したのが表 3 である。「リーダーシップ志向」

「グローバル志向」「（非）安定志向」の各項目を加算

した「キャリアの挑戦性（得点）」についてみると，

中国の学生（8.41）の方が日本の学生（7.35）よりも

立命館産業社会論集（第59巻第 4 号）

表 2 - 1 　リーダーシップ志向

いずれは会社や組織のリーダーになれるよう挑戦したい（％）

そう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 合計

日本 7.4 29.2 37.1 26.3 100.0（N＝353）
（調整済み残差 -5.0 -6.3 4.1 7.5）

中国 22.0 55.6 20.6 1.9 100.0（N＝214）
（調整済み残差 5.0 6.3 -4.1 -7.5）

Chi-Square 104.298　df= 3 　p ＜ .001

表 2 - 2 　グローバル志向

国内だけでなく世界を舞台にグローバルに働いてみたい（%）

そう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 合計

日本 9.9 23.5 35.4 31.2 100.0（N＝353）
（調整済み残差 -2.0 -2.6 -0.8 5.1）

中国 15.4 33.6 38.8 12.1 100.0（N＝214）
（調整済み残差 2.0 2.6 0.8 -5.1）

Chi-Square 28.861　df= 3 　p ＜ .000



89

有意に高い傾向を示した。以上の結果を踏まえると，

労働市場の構造に相違があるとはいえ，中国の学生

の挑戦的志向は日本よりも強く，日本の学生の「キ

ャリアの内向き志向」が再確認できるといえるだろ

う。

3 - 1 - 2 　外的キャリア志向─終身雇用志向
　次に，終身雇用志向について日中検討をしてみよ

う。「あなたは大学卒業後にどのようなキャリアを希

望していますか」という質問を用いて，日中大学生

のキャリア選択の意識を比較した（表 4 ）。

　まず日本に特徴的な長期雇用（終身雇用）型のタ

イプ（安定志向）が，日本と中国で異なるかどうか

をみてみよう。ここでは「大学卒業後いったん就職

したら，その会社にずっと勤め続けたい」と「大学

卒業後いったん就職したのち，希望の会社に一回だ

け転職して，そのあとはその会社にずっと勤め続け

たいという」という二つを合わせて「終身雇用型」

とした。日本の学生の場合69.3％であり，これに対

して，中国の学生の場合は38.9％であった。さらに

調整済み残差を算出してカテゴリー間の比較をする

と，1.96よりも大きい結果であった（調整済み残差

＝6.9）。つまり，長期雇用を希望する「終身雇用型」

は，中国よりも日本の学生の方が多い傾向が確認で

きる。逆に「転職型」および「起業型」を支持する

割合は中国の方が多い傾向が見られた。

　一方，「専業主婦型」（大学卒業後に出産，育児な

大学生のキャリア意識に関する日中比較（前田信彦，ZHU Lingyu）

表 4　キャリア志向のタイプ（%）

終身雇用型 転職型 起業型 専業主婦型 育児中断型

日本（N-319） 69.3 15.0 5.0 2.2 8.5
（調整済み残差 6.9 -5.5 -4.8 1.1 0.8）

中国（N-211） 38.9 35.5 18.0 0.9 6.6
（調整済み残差 -6.9 5.5 4.8 -1.1 -0.8）

合計（%） 303（57.2） 123（23.2） 54（10.2） 9（1.7） 41（7.7）

Chi-Square 66.301　df= 4 　p ＜ .001
注）キャリア志向のタイプのうち「それ以外」は除いた。

表 2 - 3 　安定志向

リスクをもって挑戦するよりも安定した仕事を望んでいる（%）

そう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 合計

日本 30.9 49.0 15.0 5.1 100.0（N＝353）
（調整済み残差 1.0 2.3 -4.5 1.3）

中国 27.1 39.3 30.8 2.8 100.0（N＝214）
（調整済み残差 -1.0 -2.3 4.5 -1.3）

Chi-Square 21.002　df= 3 　p ＜ .001

表 3　国籍別とキャリアの挑戦性
（分散分析）（Ｎ=567）1）

キャリアの挑戦性（得点）1）2）

日本 7.35
中国 8.41

注1） 有意水準は一元配置分散分析による。F 値
＝56.40（p ＜ .001）

注2） キャリアの挑戦（得点）は，「リーダー志
向」「グローバル志向」「（非）安定志向」
の各項目の質問の回答を「そう思う」＝ 5
～「全くそう思わない」＝ 1 として合計し
た点数を示す。得点が高いほど「キャリア
の挑戦性」が高いことを示す。
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どがあれば，退職して，仕事をしないで専業主婦で

いたい）あるいは「育児中断型」（大学卒業後に出産，

育児などがあれば，退職して，子育て終了後に会社

で再び働きたい）と答える割合は，調整済み残差が

1.96より小さく，日中に有意な差異はみられなかっ

た。

　このようなキャリア選択の意識の比較検討から，

次の二つのことが確認できるだろう。

　第一に，「終身雇用型」（転職は 1 回までで，その

あとは同じ会社に雇用されることを希望するタイ

プ）を望む「安定志向」は，中国の学生より日本の

学生の割合が多いといえる。つまり， 1 回は転職を

考えてはいるものの，基本的には長期的にその会社

に勤め続けたいという終身雇用志向は，中国より日

本の学生の方が強いことが確認できる。これに対し

て「転職型」および「起業型」は日本の学生よりも

中国の方が高い傾向であった。

　第二に，専業主婦志向については日中両国に差は

確認できなかった。同様に「大学卒業後に出産，育

児などがあれば，退職して，子育て終了後に会社で

再び働きたい」という「育児中断型」の学生におい

てもその差は有意でなかった。しかし，M 字型雇用

の「育児中断型」キャリア志向は中国においては6.6

％，日本は8.5% であり，どちらの国においても，育

児によって就業を中断するキャリア志向は一定数存

在することも判明した。

3 - 1 - 3 　内的キャリア志向─生き方探究志向
　次に大学生のキャリア意識のもう一つの側面であ

る「内的キャリア志向」について分析してみよう。

「内的キャリア志向」変数は以下（表 5 ）のように四

つの次元から構成される。

立命館産業社会論集（第59巻第 4 号）

表 5　内的キャリア志向（「生き方探究志向」）（α=.882）

1 　他者の普遍的受容（α=.765）
（ 1 ）自分を愛するように他人を愛することができる
（ 2 ）相手が喜び，幸せそうにしているのをみると，自分のことのように嬉しくなる
（ 3 ）どんな相手でもわけへだてなく受け入れることができる
（ 4 ）自分の喜び，苦しみや悲しみを周りの人々と一緒に分かち合いたいと思う
（5）私たちは，みんなが「目には見えない糸」で結びつきを持っていると思う

2 　自然との調和（α=.734）
（ 7 ）草花を見ているうちに，大きな安らぎや喜びを感じたことがある
（ 8 ）身の回りの自然と自分が心を通わせたと感じた経験がある
（ 9 ）自分が死んでも，自然の一部になって生き続けることができると思う

3 　超越的存在の認識（α=.608）
（11）自分のいのちは，形を変えて永遠に存在すると思う
（12）自分は何か大きな見えない力によって「生かされている」という実感がある
（13）人間を超えた「神」のような存在があると思う

4 　人生の意味探求（α=.731）
（ 6 ）人類全体の進歩と幸福のために，自分でできることをやってみたい
（10）いま，ここでの瞬間が大切なひと時だと感じる
（14）自分がこの世に生まれてきたことには，大きな意味があると実感できる
（15）一日一日を，一生懸命になって生きているという実感がある

注） 「次のような経験や気持ち，考えを，どのくらいお持ちですか」という問いに対しての回答である。
それぞれの質問に対して「そう思う」 5 点～「そう思わない」 1 点から選択する方法を採用した。
表中の（　　）の値は，Cronbach のα係数を示す。
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　本稿で用いる「内的キャリア志向（生き方探究志

向）」変数は，中村（1998）の「自己超越傾向尺度」

からいくつかの質問項目を抽出して作成した8）。こ

れは上記の四つの次元から成り立つ（表 5 ）。それぞ

れの質問に対して「そう思う」 5 点～「そう思わな

い」 1 点とした。さらに四つの次元である「他者の

普遍的受容」「自然との調和」「超越的存在の認識」

「人生の意味探求」の得点を合計したものを「内的キ

ャリア志向」とした。内的キャリア志向（「生き方探

究志向」）の各次元の詳細は以下のようである。

　「他者の普遍的受容」とは，他者への配慮やケアと

も言い換えることができる。いわば「ケアの倫理」

を意味する質問構成である。例えば「自分を愛する

ように他人を愛することができる」といった利他性

のほか，「自分の喜び，苦しみや悲しみを周りの人々

と一緒に分かち合いたいと思う」といった他者への

共感の度合いを示す内容である。

　「自然との調和」とは，「草花を見ているうちに，大

きな安らぎや喜びを感じたことがある」というよう

な自分の周りにある自然（環境）への気づき，あるい

は自然との一体感を示しており，さらに，自己が自

然の一部であることを意識する志向を示す内容であ

る。

　「超越的存在の認識」とは「自分は何か大きな見え

ない力によって「生かされている」という実感があ

る」といった，超越的な存在に身を委ねる傾向や「人

間を超えた「神」のような存在があると思う」とい

った超越性の存在への認識を示す内容である。

　「人生の意味探求」とは，経済的動機や市場志向の

キャリア意識ではなく，「何のために生きるのか」と

いう生き方（Being）への認識である。例えば「人

類全体の進歩と幸福のために，自分でできることを

やってみたい」という質問項目は，経済的・地位達

成動機よりも，より上位の目的を示すものであり，生

き方探究のキャリア意識の一端を体現する質問であ

る。また「一日一日を，一生懸命になって生きてい

るという実感がある」という質問項目は，自己の存

在の肯定感や存在の充実感を示す問いであり，市場

志向のキャリア意識とは異なった「生き方志向」の

キャリア意識を示す内容である。

　表 5 に示したように，内的キャリア志向（「生き方

探究志向」）における Cronbach のα係数は一定以上

の水準であり（α=.882），尺度の内的一貫性はある

といえる。ただし「超越的存在の認識」（3項目）に

ついては，α=.608とやや低い値を示した。一般にα

係数は項目数が少ない場合，低くなる傾向があるが，

古典的な社会統計学のテキストにおいても例示され

ているように，例えば Cronbach のα係数が .660で

あっても，三つの項目からしか構成されていない場

合，尺度の信頼性は「かろうじて許容される」

（Bohrnstedt, Knoke, 1988：邦訳308-309頁）。このよ

うに社会統計学的観点からみると，表 5 の「超越的

存在の認識（ 3 項目）を用いることについては許容

範囲であるとはいえ，分析結果の解釈においては一

定の留意が必要だろう

　このような留意点を踏まえて，「内的キャリア志向

＝生き方（Being）探究志向」について日中比較し

たものが表 6 である。

　この分析結果によると「他者の普遍的受容」「自然

との調和」「超越的存在の認識」「人生の意味探求」

大学生のキャリア意識に関する日中比較（前田信彦，ZHU Lingyu）

表 6　「内的キャリア志向」の日中比較

日本（N ＝353） 中国（N=214） 有意水準（F 値）1）

「他者の普遍的受容」 16.5 18.0 ***（ 23.2）
「自然との調和」 8.8 11.0 ***（101.7）
「超越的存在の認識」 8.6 9.1 *（　5.4）
「人生の意味探求」 13.0 15.2 ***（ 67.3）

「内的キャリア志向」 47.0 53.4 ***（ 59.6）

注1）有意水準は分散分析の F 検定による。***　＜ .001　　**　＜ .01　　*　＜ .05
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という価値志向の得点はいずれも中国の方が有意に

高い。また各項目を加算した「内的キャリア志向」

（得点）においても有意差がみられた（47.0＜53.4）。

つまり内的キャリア志向（生き方探究（Being）志

向）は日本の大学生よりも中国の大学生の方が強い

ことが推測される。

4 　考察

　本稿においては，日中二か国のデータを比較しな

がら，「外的キャリア志向」「内的キャリア志向」と

いう二つの側面から，現代大学生のキャリア意識の

動向について探索的な分析を試みた。得られた知見

をまとめると以下のようである。

　第一に，日本の学生より中国の学生の方がリーダ

ーになりたい挑戦志向やグローバル志向が強く，逆

に日本の学生はリスクの高い挑戦より安定した仕事

を選ぶ傾向がある。

　第二に， 1 回は転職を考えてはいるものの，基本

的にはずっとその会社に勤め続けたいという終身雇

用への志向（安定志向）は，中国の学生より日本の

学生の方が強いことがあらためて確認できる。

　第三に，中国の学生は「内的キャリア志向（生き

方探究志向）」を日本の学生よりも，より強く共有し

ている傾向がみられる。中国の大学生が労働市場に

おいて勝ち抜くための競争原理の中で学生生活を送

っている現状においては，地位達成志向やキャリア

の挑戦性が強いことは容易に推測できるが，同時に

内的キャリアの「生き方探究」への価値志向も日本

の大学生に比べても強いことが確認できる9）。

　このような本稿での分析結果を踏まえて，最後に

キャリア教育への含意及び今後の研究課題を述べる。

　近年，日本では学生の内向き志向と同時にグロー

バル志向は弱まり，安定志向や私生活優先主義が強

まってきている。本稿の中国との比較分析において

も同様の傾向がみられ，グローバルな世界観で働く

ようなワークスタイルや，起業を志すようなキャリ

アの上昇志向ではなく，どちらかと言えば「地元へ

の U ターン志向」あるいは「リスクテイクよりも安

定志向」が強まっている。

　一方，近年，中国の労働市場は大きく変化し，大

卒者が増加するにつれ，就職の競争の激しさも増し

ている。計画経済下の大学では，学生と就職先が 1

対 1 で対応した「ストライプ型」・「カタマリ型」の

人材育成制度であったのに対して，現在は市場経済

をベースとした自由な就職活動が主流である（張任，

2015：45頁）。こうした市場経済の中で，若者の私生

活優先主義も強まっており，最近の新聞や世論調査

を見てもワークライフバランスを欠く働き方を考慮

して，安易に転職する志向が一定程度みられる。そ

のため労働市場におけるミスマッチを防ぐ意味でも，

今後は中国の高等教育においてもキャリア教育の充

実が求められる。

　人材採用方法や労働市場の構造は日中両国では大

きく異なるが，市場ニーズを重視する傾向やグロー

バル化の傾向は一致している。今後は中国固有の労

働市場構造の解明を進めるとともに，「外的キャリア

（市場への適応）」「内的キャリア（生き方の探究）」

という両面から，若者のキャリア観の動向を国際比

較する必要があるだろう。サンプルサイズが小さい

データを用いたこともあり，分析で得られた知見は

推測の域を出ない。本稿での探索的研究の結果を，大

規模な日中比較データによって検証することが今後

の研究課題となる。

※付記
　本稿の一部は2023年度科学研究費（課題番号：
22K18567）を用いてなされた。

注
1 ）  大手民間シンクタンクの報告によれば，2022年

3 月卒業予定の大学生・大学院生対象の大卒求人
倍率は1.50倍であり，前年の1.53倍より0.03ポイン
ト減少し，昨年と大きな変化はなく，2020年 3 月
卒（1.83倍）から 3 年連続の減少となっている。大
卒求人倍率を比較すると，従業員規模300人以上の
企業においては直近 5 年間であまり大きな変化は
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見られない（リクルート　2023　第39回ワークス
大卒求人倍率調査（2023年卒））。

 （https://www.recruit.co.jp/newsroom/press 
release/assets/20220426_hr_01.pdf（2023年 9 月 8
日閲覧））．

2 ）  直近の調査では，企業を選択する場合にどのよ
うな企業がよいかを聞いたところ，「安定している
会社」が前年比4.9ポイント増の48.8％で 5 年連続
で最多となり，就職活動の安定志向が顕著である
という（マイナビ2024）。

 （https://career-research.mynavi.jp/reserch/ 
20230425_49065/（2023年 9 月 8 日閲覧））．

3 ）  さらに最近の中国のメディアによると，以下の
ように中国の若者の現状が報告されている。「注目
されるのは，ここ数年，新型コロナウイルス感染
症の影響により，多くの企業は経営状態が不安定
になり，従業員の賃金にも多かれ少なかれ影響が
出ている点である。これにより，大卒者の大半が
理想的な仕事を求めるのではなく『安定志向』が
顕著になってきている。さらに公的機関などへの
就職をより好む傾向を示し，特に国有企業，事業
機関，国家機関の人気が高い」（人民網（日本語
版），2022a）。このように，近年の経済のグローバ
ル化やポストコロナの経済状況において，日中両
国とも若者は就職の困難を経験している点で共通
しているといえるだろう。

4 ）  我が国では，中国の大学生のキャリア意識を調
査した研究としては，例えば朴・九門・于（2020），
九門（2019）などいくつかの実態調査がある。

5 ）  シャイン（Schein, E）の日本語の翻訳において
「外面的キャリア」「内面的キャリア」と表現され
ているが（Schein, E., 1990=2003），我が国では「外
的キャリア」「内的キャリア」と表記する研究者も
多く，本稿でも後者の訳を用いる。

6 ）  同様に金井（2002）を参照。
7 ）  中国の学生の方が日本の学生よりも，やや成績

上位者に偏っている可能性は否定できず，以下の
分析結果の解釈にも留意が必要である。

8 ）  「生き方探究志向」は前田（2022）においては
「ケアの倫理」として用いている。本稿はケアの倫
理の要素を含めた広義の「生き方探究志向」とし
て分析する。

9 ）  「生き方探究志向」というキャリア意識の次元は，
前田（2023）の高齢期キャリアにおいても「老い
の成熟度」あるいは「生活満足度」とも密接な関
連を持つことが明らかにされている。このような
内的なキャリア意識としての「生き方探究志向」
が，世代を超えた普遍的なキャリア意識であるの
か，あるいは加齢（エイジング）によって変化す
る可変的なものであるかは今後の研究課題として
残される。
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College Students’ Career Attitudes in Japan and China:
Analysis of Status Attainment and Life Style Orientation

MAEDA Nobuhikoⅰ, ZHU Lingyuⅱ

Abstract : Although the trend of economic stagnation caused by the COVID epidemic has stabilized to 

some extent, the global employment situation is not necessarily favorable. Although mass media reports 

that the number of companies hiring is improving to some extent, the fact remains that even in Japan, 

hiring continues to be highly selective, especially among major companies. Under these circumstances, 

what kind of career attitudes do university students actually have? The purpose of this paper is to 

conduct an exploratory analysis using data from surveys of university students in Japan and China, and to 

attempt a hypothetical discussion for future full-scale international comparisons. 

Keywords :  College Students’ Career Attitudes, Japan-China comparison, “Status Attainment Orientation,” 

“Life Style Inquiry Orientation” 
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